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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合成信号の各周波数セグメントを生成する段階と、
　各出力信号を生成するために、各ＣＳＤ位相シフト（巡回シフト遅延位相シフト）を前
記各周波数セグメントに適用する段階と、
　前記各出力信号に基づいている信号を送信することで、前記合成信号を送信する段階と
　を備え、
　前記各周波数セグメントのそれぞれはセグメント帯域幅に基づいており、
　前記各周波数セグメントは周波数領域において連続しており、
　第１のＣＳＤ位相シフトおよび第２のＣＳＤ位相シフトを含む前記各ＣＳＤ位相シフト
は、１つの周波数セグメントを有する連続した非合成信号に対応する第３のＣＳＤ位相シ
フトに等しく、
　前記１つの周波数セグメントの帯域幅は、前記セグメント帯域幅の２倍であり、
　前記各ＣＳＤ位相シフトは、前記合成信号を受信するデバイスが、前記連続した非合成
信号に対応する前記第３のＣＳＤ位相シフトを利用するように適用される、方法。
【請求項２】
　前記セグメント帯域幅が８０ＭＨｚである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記合成信号の合成帯域幅が１６０ＭＨｚである、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記合成信号に対するＣＳＤ位相シフトの適用に関する情報を提供するインジケータを
送信する段階を備える、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記インジケータは、２つの無線パスからの連続合成信号の送信を示すフラグを含む、
請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　連続周波数モードで前記合成信号を集合的に生成するために、連続周波数送信または非
連続周波数送信のいずれかに利用可能な第１の無線パスおよび第２の無線パスを含む各無
線パスを構成する段階を備え、
　前記各無線パスを構成する段階は、
　前記第１の無線パスにおいて、前記各周波数セグメントの第１の周波数セグメントに第
１のＣＳＤオフセットを設定する段階と、
　前記第２の無線パスにおいて、前記各周波数セグメントの第２の周波数セグメントに第
２のＣＳＤオフセットを設定する段階と
　を有し、
　前記第１のＣＳＤ位相シフトは、前記第１のＣＳＤオフセットに基づいており、
　前記第２のＣＳＤ位相シフトは、前記第２のＣＳＤオフセットに基づいている、請求項
１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記各ＣＳＤ位相シフトを適用する段階は、
　第１の出力信号を生成するために、前記第１の無線パスで、前記第１の周波数セグメン
トに前記第１のＣＳＤ位相シフトを適用する段階と、
　第２の出力信号を生成するために、前記第２の無線パスで、前記第２の周波数セグメン
トに前記第２のＣＳＤ位相シフトを適用する段階と
　を有する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　合成信号の各周波数セグメントを生成する手段と、
　各出力信号を生成するために、各ＣＳＤ位相シフト（巡回シフト遅延位相シフト）を前
記各周波数セグメントに適用する手段と、
　前記各出力信号に基づいている信号を送信することで、前記合成信号を送信する手段と
　を備え、
　前記各周波数セグメントのそれぞれはセグメント帯域幅に基づいており、
　前記各周波数セグメントは周波数領域において連続しており、
　第１のＣＳＤ位相シフトおよび第２のＣＳＤ位相シフトを含む前記各ＣＳＤ位相シフト
は、１つの周波数セグメントを有する連続した非合成信号に対応する第３のＣＳＤ位相シ
フトに等しく、
　前記１つの周波数セグメントの帯域幅は、前記セグメント帯域幅の２倍であり、
　前記各ＣＳＤ位相シフトは、前記合成信号を受信するデバイスが、前記連続した非合成
信号に対応する前記第３のＣＳＤ位相シフトを利用するように適用される、装置。
【請求項９】
　前記セグメント帯域幅が８０ＭＨｚである、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記合成信号の合成帯域幅が１６０ＭＨｚである、請求項８または９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記合成信号に対するＣＳＤ位相シフトの適用に関する情報を提供するインジケータを
提供する手段を備える、請求項８から１０のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記インジケータは、２つの無線パスからの連続合成信号の送信を示すフラグを含む、
請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
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　連続周波数モードで前記合成信号を集合的に生成するために、連続周波数送信または非
連続周波数送信のいずれかに利用可能な第１の無線パスおよび第２の無線パスを含む各無
線パスを構成する手段を備える、請求項８から１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記構成する手段は、
　前記第１の無線パスにおいて、前記各周波数セグメントの第１の周波数セグメントに第
１のＣＳＤオフセットを設定する手段と、
　前記第２の無線パスにおいて、前記各周波数セグメントの第２の周波数セグメントに第
２のＣＳＤオフセットを設定する手段と
　を有し、
　前記第１のＣＳＤ位相シフトは、前記第１のＣＳＤオフセットに基づいており、
　前記第２のＣＳＤ位相シフトは、前記第２のＣＳＤオフセットに基づいている、請求項
１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記適用する手段は、
　第１の出力信号を生成するために、前記第１の無線パスで、前記第１の周波数セグメン
トに前記第１のＣＳＤ位相シフトを適用する手段と、
　第２の出力信号を生成するために、前記第２の無線パスで、前記第２の周波数セグメン
トに前記第２のＣＳＤ位相シフトを適用する手段と
　を有する、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　コンピュータープログラムであって、
　データ処理装置に、
　合成信号の各周波数セグメントを生成する段階と、
　各出力信号を生成するために、各ＣＳＤ位相シフト（巡回シフト遅延位相シフト）を前
記各周波数セグメントに適用する段階と、
　前記各出力信号に基づいている信号を送信することで、前記合成信号を送信する段階と
　を備える動作を実行させ、
　前記各周波数セグメントのそれぞれはセグメント帯域幅に基づいており、
　前記各周波数セグメントは周波数領域において連続しており、
　第１のＣＳＤ位相シフトおよび第２のＣＳＤ位相シフトを含む前記各ＣＳＤ位相シフト
は、１つの周波数セグメントを有する連続した非合成信号に対応する第３のＣＳＤ位相シ
フトに等しく、
　前記１つの周波数セグメントの帯域幅は、前記セグメント帯域幅の２倍であり、
　前記各ＣＳＤ位相シフトは、前記合成信号を受信するデバイスが、前記連続した非合成
信号に対応する前記第３のＣＳＤ位相シフトを利用するように適用される、コンピュータ
ープログラム。
【請求項１７】
　前記セグメント帯域幅が８０ＭＨｚである、請求項１６に記載のコンピュータープログ
ラム。
【請求項１８】
　前記合成信号の合成帯域幅が１６０ＭＨｚである、請求項１６または１７に記載のコン
ピュータープログラム。
【請求項１９】
　前記動作は、
　連続周波数モードで前記合成信号を集合的に生成するために、連続周波数送信または非
連続周波数送信のいずれかに利用可能な第１の無線パスおよび第２の無線パスを含む各無
線パスを構成する段階を備え、
　前記各無線パスを構成する段階は、
　前記第１の無線パスにおいて、前記各周波数セグメントの第１の周波数セグメントに第
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１のＣＳＤオフセットを設定する段階と、
　前記第２の無線パスにおいて、前記各周波数セグメントの第２の周波数セグメントに第
２のＣＳＤオフセットを設定する段階と
　を有し、
　前記第１のＣＳＤ位相シフトは、前記第１のＣＳＤオフセットに基づいており、
　前記第２のＣＳＤ位相シフトは、前記第２のＣＳＤオフセットに基づいている、請求項
１６から１８のいずれか一項に記載のコンピュータープログラム。
【請求項２０】
　合成信号の各周波数セグメントを生成する複数の回路を備え、
　前記各周波数セグメントのそれぞれはセグメント帯域幅に基づいており、
　前記各周波数セグメントは周波数領域において連続しており、
　前記複数の回路は、前記合成信号の各出力信号を生成するために、各ＣＳＤ位相シフト
（巡回シフト遅延位相シフト）を前記各周波数セグメントに適用し、
　第１のＣＳＤ位相シフトおよび第２のＣＳＤ位相シフトを含む前記各ＣＳＤ位相シフト
は、１つの周波数セグメントを有する連続した非合成信号に対応する第３のＣＳＤ位相シ
フトに等しく、
　前記１つの周波数セグメントの帯域幅は、前記セグメント帯域幅の２倍であり、
　前記各ＣＳＤ位相シフトは、前記合成信号を受信するデバイスが、前記連続した非合成
信号に対応する前記第３のＣＳＤ位相シフトを利用するように適用される、システム。
【請求項２１】
　前記セグメント帯域幅が８０ＭＨｚであり、前記合成信号の合成帯域幅が１６０ＭＨｚ
である、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　連続周波数モードで前記合成信号を集合的に生成するために、連続周波数送信または非
連続周波数送信のいずれかに利用可能な第１の無線ユニットおよび第２の無線ユニットを
含む前記複数の回路を制御する複数のプロセッサエレクトロニクスを備える、請求項２０
または２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　複数のプロセッサエレクトロニクスは、
　前記第１の無線ユニットにおいて、前記各周波数セグメントの第１の周波数セグメント
に第１のＣＳＤオフセットを設定し、
　前記第２の無線ユニットにおいて、前記各周波数セグメントの第２の周波数セグメント
に第２のＣＳＤオフセットを設定し、
　前記第１のＣＳＤ位相シフトは、前記第１のＣＳＤオフセットに基づいており、前記第
２のＣＳＤ位相シフトは、前記第２のＣＳＤオフセットに基づいている、請求項２２に記
載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[関連出願の相互参照]
　本願は、２０１１年１月６日出願の米国仮出願第６１／４３０，４２８号、発明の名称
「８０２.１１ａｃにおける１６０ＭＨｚ　ＣＳＤ」の利益および優先権を主張する。こ
の出願全体をあらゆる目的において本明細書に参照として組み込む。
【背景技術】
【０００２】
　無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）は、１以上の無線チャネルで通信する複
数の無線通信デバイスを含んでいる。インフラストラクチャモードで動作しているときは
、アクセスポイント（ＡＰ）と称される無線通信デバイスが、他の無線通信デバイス（た
とえばクライアントステーションまたはアクセス端末（ＡＴ）等）に対して、インターネ
ット等のネットワークとの接続を提供する。無線通信デバイスの様々な例には、モバイル
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フォン、スマートフォン、無線ルータ、無線ハブが含まれる。場合によっては、無線通信
エレクトロニクスを、ラップトップ、情報携帯端末、およびコンピュータ等のデータ処理
機器に統合する。
【０００３】
　ＷＬＡＮ等の無線通信システムは、直交周波数分割多重方式（ＯＦＤＭ）等の１以上の
無線通信技術を利用することができる。ＯＦＤＭを利用する無線通信システムでは、１つ
のデータストリームを複数のデータサブストリームに分割する。これらデータサブストリ
ームは、トーンまたは周波数トーンと称されることがある様々なＯＦＤＭサブキャリアに
より送られる。無線通信デバイスのなかには、各無線通信デバイスが１つのアンテナを利
用する単一入力単一出力（ＳＩＳＯ）通信法を利用するものもあれば、１つの無線通信デ
バイスが複数の送信アンテナと複数の受信アンテナとを利用する多入力他出力（ＭＩＭＯ
）通信法を利用するものもある。ＩＥＥＥ（アイトリプルイー：ＩＥＥＥ８０２.１１ａ
またはＩＥＥＥ８０２.１１ｎなど）無線通信規格で定義されているＷＬＡＮは、ＯＦＤ
Ｍを利用して、信号を送受信する。さらに、ＩＥＥＥ８０２.１１ｎ規格に基づいている
もの等のＷＬＡＮは、ＯＦＤＭおよびＭＩＭＯを利用することができる。
【発明の概要】
【０００４】
　本開示は、無線ローカルエリアネットワーク用のシステム、装置、および技術を含む。
無線ローカルエリアネットワーク用の技術は、連続周波数モードで合成信号を集合的に生
成するために、連続周波数送信または非連続周波数送信に利用可能な第１の無線パスおよ
び第２の無線パスを含む、別個の無線パスを構成する段階を含む。技術は、第１の無線パ
スで、セグメント帯域幅に応じて、合成信号の第１の周波数セグメントを生成する段階と
、第２の無線パスで、セグメント帯域幅に応じて、合成信号の、第１の周波数セグメント
と周波数領域において連続している第２の周波数セグメントを生成する段階と、第１の出
力信号を生成するために、第１の無線パスで、第１の周波数セグメントに第１のＣＳＤ位
相シフト（第１の巡回シフト遅延位相シフト）を適用する段階と、第２の出力信号を生成
するために、第２の無線パスで、第２の周波数セグメントに第２のＣＳＤ位相シフトを適
用する段階と、第１の出力信号および第２の出力信号を含む信号を送信することで、合成
信号を送信する段階とを含む。第１のＣＳＤ位相シフトおよび第２のＣＳＤ位相シフトは
、１つの周波数セグメントを有する連続した非合成信号に対応するＣＳＤ位相シフトに等
しい。第１のＣＳＤ位相シフトおよび第２のＣＳＤ位相シフトは、合成信号を受信するデ
バイスが、連続した非合成信号に対応するＣＳＤ位相シフトを利用するように適用される
。
【０００５】
　無線通信デバイスは、両方とも連続周波数送信または非連続周波数送信に利用可能な第
１の無線ユニットおよび第２の無線ユニットとを含む。第１の無線ユニットは、セグメン
ト帯域幅に応じて、合成信号の第１の周波数セグメントを生成して、第１の出力信号を生
成するために、第１の周波数セグメントに第１のＣＳＤ位相シフト（第１の巡回シフト遅
延位相シフト）を適用する第１の無線ユニットを含む。第２の無線ユニットは、セグメン
ト帯域幅に応じて、合成信号の、第１の周波数セグメントと周波数領域において連続して
いる第２の周波数セグメントを生成して、第２の出力信号を生成するために、第２の無線
パスで、第２の周波数セグメントに第２のＣＳＤ位相シフトを適用する。デバイスはさら
に、連続周波数モードで合成信号を集合的に生成するために、第１の無線ユニットおよび
第２の無線ユニットを制御するプロセッサエレクトロニクスを含む。第１のＣＳＤ位相シ
フトおよび第２のＣＳＤ位相シフトは、１つの周波数セグメントを有する連続した非合成
信号に対応するＣＳＤ位相シフトに等しい。第１のＣＳＤ位相シフトおよび第２のＣＳＤ
位相シフトは、合成信号を受信するデバイスが、連続した非合成信号に対応するＣＳＤ位
相シフトを利用するように適用される。
【０００６】
　無線通信のためのシステムは、連続周波数送信または非連続周波数送信に利用可能な、
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セグメント帯域幅に応じて、合成信号の第１の周波数セグメントを生成して、第１の出力
信号を生成するために、第１の周波数セグメントに第１のＣＳＤ位相シフト（第１の巡回
シフト遅延位相シフト）を適用する第１の無線ユニットを含む。システムは、連続周波数
送信または非連続周波数送信に利用可能な、セグメント帯域幅に応じて、合成信号の、第
１の周波数セグメントと周波数領域において連続している第２の周波数セグメントを生成
して、第２の出力信号を生成するために、第２の無線パスで、第２の周波数セグメントに
第２のＣＳＤ位相シフトを適用する第２の無線ユニットも含む。第１のＣＳＤ位相シフト
および第２のＣＳＤ位相シフトは、１つの周波数セグメントを有する連続した非合成信号
に対応するＣＳＤ位相シフトに等しい。第１のＣＳＤ位相シフトおよび第２のＣＳＤ位相
シフトは、合成信号を受信するデバイスが、連続した非合成信号に対応するＣＳＤ位相シ
フトを利用するように適用される。システムは、ｉ）第１の出力信号と、ｉｉ）第２の出
力信号との合計に基づいて合成信号を生成して、合成信号を１以上のアンテナインターフ
ェースに分配する回路を含んでもよい。システムは、連続周波数モードで合成信号を集合
的に生成するために、第１の無線ユニットおよび第２の無線ユニットを制御するプロセッ
サエレクトロニクスを含んでもよい。
【０００７】
　これらおよびその他の実装例では、以下の特徴の１以上を含むことができる。プロセッ
サエレクトロニクスは、第１の無線ユニットで、第１の周波数セグメントの第１のＣＳＤ
オフセットを設定して、第１のＣＳＤ位相シフトは、第１のＣＳＤオフセットに基づいて
いる。プロセッサエレクトロニクスは、第２の無線ユニットで、第２の周波数セグメント
の第２のＣＳＤオフセットを設定して、第２のＣＳＤ位相シフトは、第２のＣＳＤオフセ
ットに基づいている。一部の実装例では、合成信号の合成帯域幅は、セグメント帯域幅の
二倍に等しい。一部の実装例では、セグメント帯域幅が８０ＭＨｚである。一部の実装例
では、合成帯域幅が１６０ＭＨｚである。プロセッサエレクトロニクスは、合成信号に対
するＣＳＤ位相シフトの適用に関する情報を提供するインジケータの送信を制御する。
【０００８】
　１以上の実装の詳細は、添付図面および以下の記載で説明される。他の特徴および利点
も、記載、図面、および請求項から明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】連続および非連続送信をサポートする無線通信デバイスに関する通信プロセスの
一例を示す。
【００１０】
【図２】２つの無線通信デバイスを有する無線ネットワークの一例を示す。
【００１１】
【図３】デバイスの別々の無線ユニットが生成する合成信号のレイアウト、および、マル
チラジオ無線通信デバイスの例を示す。
【００１２】
【図４】無線通信デバイスの送信パスの機能ブロックダイアグラムの一例を示す。
【００１３】
【図５】複数のアンテナにおける送信のための別々の無線ユニットからの複数の送信信号
を組み合わせるアーキテクチャの例を示す。
【００１４】
【図６Ａ】別個のＣＳＤ位相シフトおよび別個のキャリア周波数を有する連続した周波数
セグメントを有する１６０ＭＨｚの合成信号の一例のレイアウトを示す。
【００１５】
【図６Ｂ】連続した周波数セグメントと共有キャリア周波数とを有する１６０ＭＨｚの合
成信号の一例のレイアウトを示す。
【００１６】
【図７】非合成信号と相互運用可能な合成信号のＣＳＤ位相シフトを生成する技術の一例
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【００１７】
【図８】ＣＳＤオフセット値のメモリを持つマルチラジオデバイスアーキテクチャの一例
を示す。
【００１８】
【図９】ＣＳＤインジケータを含むアナウンスフレームの一例を示す。
【００１９】
【図１０】ＷＬＡＮ通信の周波数の配列の一例を示す。
【００２０】
　様々な図面における同様の参照番号は、同様の部材を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　ＩＥＥＥ８０２.１１ｎおよびＩＥＥＥ８０２.１１ａｃ等の無線規格は、連続送信およ
び非連続送信を提供する。１６０ＭＨｚの連続送信の場合には、１６０ＭＨｚ分の無線ス
ペクトルが必要となる。１６０ＭＨｚの非連続送信の場合には（８０＋８０の非連続送信
と称される）、２つの連続していない８０ＭＨｚ分の無線スペクトルが必要となる。８０
＋８０の非連続送信のためのデバイスは、連続していない８０ＭＨｚ分の無線スペクトル
を利用して１６０ＭＨｚを送信する可能性を増加させることができるが、これは、１つの
自由な大きい連続した無線スペクトルよりも、小さい連続していない無線スペクトルを２
つ見つけるほうが簡単だからである。通常は、１つのデバイスにおける８０＋８０の非連
続送信には、通信するために２つの無線ユニットが必要となる。
【００２２】
　連続または非連続の１６０ＭＨｚの送信では、ＯＦＤＭ通信プロセスの逆高速フーリエ
変換（ＩＦＦＴ）の前に同じ送信フローがある場合がある。一部の実装例では、送信は、
結合符号化をもつが、別個の８０ＭＨｚインターリーブを行う。たとえばデータ信号は、
連続または非連続送信において同じ方法で符号化することができる。１６０ＭＨｚ送信の
８０ＭＨｚセグメントそれぞれは、独立した８０ＭＨｚ信号とまったく同じトーンマッピ
ングを有することができる。非連続の１６０ＭＨｚ送信では、２つの２５６点のＩＦＦＴ
を各送信パスに適用することができる（連続した１６０ＭＨｚの送信の場合の５１２のＩ
ＦＦＴではなくて）。
【００２３】
　加えて、無線規格では、周波数領域に巡回シフト遅延（ＣＳＤ）を利用して、送信側に
おいて意図しないビームフォーミング効果が生じる可能性を低減させる。ＣＳＤは、異な
るトーンにおける１つの線形位相ロール（linear phase roll）に等しい。スループット
が非常に高い（ＶＨＴ）データ部分の表現の例では、トーンインデックスｋの位相を現在
のトーンのキャリア周波数に対する相対周波数によって決定する。
【数１】

　ここで、ＴＣＳ，ＶＨＴは、トーンインデックスｋにおけるＣＳＤおよびｉＳＴＳの時
空ストリーム（たとえばθｋ（ｉＳＴＳ）＝－２πｋΔＦＴＣＳ，ＶＨＴ（ｉＳＴＳ））
による均等位相シフトを表す。ここで、
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【数２】

　は、送信アンテナｉＴＸからの、周波数セグメントｉｓｅｇ（８０ＭＨｚより高い、ま
たは、低い）におけるベースバンド送信信号である。ＨＳＹＭは、１つのデータフィール
ドにおけるシンボル数であり、ＴＳＹＭは、シンボルインターバルであり、ＴＧＩは、ガ
ードインターバル期間であり、ＮＳＴＳ，ｔｏｔａｌは、１つのパケットにおける時空ス
トリームの総数であり、Ｎｕは、送信に関するユーザの数を表しており、ＮＳＲは、周波
数セグメント１つについて最高のデータサブキャリアインデックスであり、ΔＦは、サブ
キャリア周波数間隔であり、
【数３】

　は、周波数セグメントｉｓｅｇのサブキャリアｋの空間マッピングマトリックスであり
、γｋ，ＢＷは、トーン回転の関数を表しており、ＴＣＳ，ＶＨＴが、時空ストリームの
巡回シフトを表しており、
【数４】

　は、シンボルｎのサブキャリアｋのパイロットマッピングを表している。
【００２４】
　無線規格では、８０ＭＨｚのセグメントそれぞれを、対応する無線を有する８０ＭＨｚ
として送信するとして定義するので、各セグメントのＤＳＤ位相シフトは、対応するキャ
リア周波数に対するものとなる。

【数５】

　ここで、ｒＲＦ（ｔ）は、送信された無線周波数信号であり、ＮＳｅｇが、送信信号に
含まれる周波数セグメント数を表している。通常は、ＮＳｅｇは、連続送信について１に
設定され、非連続送信では２に設定される（２つのセグメントを利用する）。この結果、
８０＋８０の連続していない送信では、各８０ＭＨｚセグメント（たとえば低いほうの周
波数セグメント「ＬＳＢ」と高いほうの周波数セグメント「ＵＳＢ」）が、ベースバンド
で８０ＭＨｚのＣＳＤ位相シフトを独立して適用する（たとえばＬＳＢおよびＵＳＢの８
０ＭＨｚのセグメントそれぞれが、同じ相対トーンインデックスおよび同じストリームイ
ンデックスで同じＣＳＤ位相シフトを繰り返す）。
【００２５】
　さらに、無線規格は、サウンディングパケットがビームフォーミングする側（送信側の
無線デバイス）からビームフォーミングされる側（たとえば受信側の無線デバイス）に送
られるような送信ビームフォーミングプロトコルを定義して、ビームフォーミングされる
側が、チャネル推定を行い、ステアリングマトリックスを計算することができるようにす
る。一部の実装例では、ビームフォーミングする側が、ビームフォーミングされる側から
のフィードバックに基づいてステアリングマトリックスを計算する。この結果、ビームフ
ォーミングされる側は、各トーンに適用されるＣＳＤ位相シフト値を知ることができるは
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ずであり、サウンディングパケットからチャネル推定のＣＳＤを取り除いて、ＣＳＤ位相
シフトのない正確なチャネル推定を計算することができる。
【００２６】
　互いに隣接している周波数セグメント同士は、ガードトーン（たとえばゼロのトーン）
を境界として対称であってよい。８０＋８０の連続していない送信モードをサポートして
いるデバイスは、２つの無線ユニットを利用して、連続した１６０ＭＨｚ信号を送受信す
ることができる。このデバイスは、８０ＭＨｚのＣＳＤ位相シフトを、ＬＳＢキャリア周
波数をもつＬＳＢの８０ＭＨｚセグメントに適用して、８０ＭＨｚのＣＳＤ位相シフトを
、ＵＳＢキャリア周波数をもつＵＳＢの８０ＭＨｚセグメントに適用することができる。
８０＋８０の連続していない送信モードをサポートしていないデバイスは、連続した１６
０ＭＨｚの信号を送受信するために１つの無線を利用することができる。このようなデバ
イスは、１６０ＭＨｚの連続モードのキャリア周波数に基づいて１６０ＭＨｚのＣＳＤ位
相シフトを適用することができる。両方の種類のデバイスをサポートするためには、ビー
ムフォーミングされる側が、各トーンのＣＳＤ位相シフトの値を知っていて、ビームフォ
ーミングされる側が、位相シフトを除去することができる必要がある。本開示では、とり
わけ、非連続送信のための様々なレベルのサポートをもつデバイス間で相互運用できる技
術およびシステムを記載する。
【００２７】
　図１は、連続および非連続送信をサポートする無線通信デバイスに関する通信プロセス
の一例を示す。１０５で、プロセスは、連続周波数モードで合成信号を集合的に生成する
ために、別個の無線パスを形成することを含む。無線パスは、連続または非連続周波数送
信に利用可能な第１および第２の無線パスを含んでいる。無線パスの構成は、第１の無線
パスにおいて、第１の周波数セグメント用に第１のＣＳＤオフセットを設定することを含
み、第１のＣＳＤ位相シフトは、第１のＣＳＤオフセットに基づいている。無線パスの構
成には、第２の無線パスにおいて、第２の周波数セグメント用に第２のＣＳＤオフセット
を設定することを含み、第２のＣＳＤ位相シフトは、第２のＣＳＤオフセットに基づいて
いる。一部の実装例では、合成信号の合成帯域幅は、セグメント帯域幅の２倍に等しい。
【００２８】
　１１０で、プロセスは、第１の無線パスで、セグメント帯域幅に従って合成信号の第１
の周波数セグメントを生成することを含む。１１５で、プロセスは、第２の無線パスで、
セグメント帯域幅に従って合成信号の第２の周波数セグメントを生成することを含み、第
２の周波数セグメントは、周波数領域において第１の周波数セグメントと連続している。
一部の実装例では、第１の周波数セグメントおよび第２の周波数セグメントはそれぞれが
、ＯＦＤＭトーンを含む。
【００２９】
　１２０で、プロセスは、第１の周波数パスで、第１のＣＳＤ位相シフトを第１の周波数
セグメントに適用して、第１の出力信号を生成することを含む。１２５で、プロセスは、
第２のＣＳＤ位相シフトを第２の周波数セグメントに適用して、第２の出力信号を生成す
ることを含む。第１のＣＳＤ位相シフトおよび第２のＣＳＤ位相シフトは、１つの周波数
セグメントを有する連続した非合成信号に対応しているＣＳＤ位相シフトに等しい。たと
えば、プロセスは、連続した１６０ＭＨｚのＣＳＤ位相シフト値を用いて、出力信号を生
成することができる。第１の無線パスは、８０ＭＨｚのＣＳＤ位相シフトおよび第１の位
相シフトの値とに基づいて、第１の周波数セグメントの１６０ＭＨｚのＣＳＤ位相シフト
を生成することができ、第２の無線パスは、８０ＭＨｚのＣＳＤ位相シフトおよび第２の
ＣＳＤ位相シフトの値とに基づいて、第２の周波数セグメントの１６０ＭＨｚのＣＳＤ位
相シフトを生成することができる。ここで、第１の無線パスは、第２の無線パスとは異な
っている。第１の無線パスは、第１の位相シフト値を格納する第１のハードウェアを含ん
でよい。第２の無線パスは、第２のＣＳＤ位相シフト値を格納する第２のハードウェアを
含んでよい。一部の実装例では、第１および第２のＣＳＤ位相シフト値同士が異なってい
て、それぞれの予め定められた定数に基づいていてよい。一部の実装例では、第１および
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第２のＣＳＤ位相シフト値が同じであり、予め定められた定数であってもよい。
【００３０】
　１３０で、プロセスは、第１の出力信号と第２の出力信号とを含む信号を送信すること
で、合成信号を送信することを含む。合成信号の送信には、第１の出力信号と第２の出力
信号とを合計して、合計した信号を１以上のアンテナ経由で送信することを含んでもよい
。一部の実装例では、プロセスは、合成信号のＣＳＤ位相シフトの適用に関する情報を提
供するインジケータを送信することを含んでもよい。一部の実装例では、第１のＣＳＤ位
相シフトおよび第２のＣＳＤ位相シフトを適用して、合成信号を受信するデバイスが、連
続した非合成信号に対応するＣＳＤ位相シフトを利用するようにしてもよい。
【００３１】
　図２は、２つの無線通信デバイスを有する無線ネットワークの一例を示す。無線通信デ
バイス２０５、２０７（アクセスポイント（ＡＰ）、基地局（ＢＳ）、無線ヘッドセット
、アクセス端末（ＡＴ）、クライアントステーション、または移動局（ＭＳ）等）は、プ
ロセッサエレクトロニクス２１０、２１２等の回路を含むことができる。プロセッサエレ
クトロニクス２１０、２１２は、本開示で提示する１以上の技術を実装する１以上のプロ
セッサを含むことができる。無線通信デバイス２０５、２０７は、１以上のアンテナ２２
０ａ、２２０ｂ、２２２ａ、２２２ｂを介して無線信号を送受信するためのトランシーバ
エレクトロニクス２１５、２１７等の回路を含む。一部の実装例では、トランシーバエレ
クトロニクス２１５、２１７は、集積送受信回路を含む。一部の実装例では、トランシー
バエレクトロニクス２１５、２１７は、複数の無線ユニットを含む。一部の実装例では、
無線ユニットは、信号を送受信するためのベースバンドユニット（ＢＢＵ）および無線周
波数ユニット（ＲＦＵ）を含む。トランシーバエレクトロニクス２１５、２１７は、検出
器、復号器、変調器、および符号器のうち１以上を含むことができる。トランシーバエレ
クトロニクス２１５、２１７は、１以上のアナログ回路を含むことができる。無線通信デ
バイス２０５、２０７は、データ、命令、またはこれら両方等の情報を格納するよう構成
されている１以上のメモリ２２５、２２７を含む。一部の実装例では、無線通信デバイス
２０５、２０７は、送信専用回路および受信専用回路を含む。一部の実装例では、無線通
信デバイス２０５、２０７は、サービス提供デバイス（たとえばアクセスポイント）また
はクライアントデバイスとして動作することもできる。
【００３２】
　一部の実装例では、第１の無線通信デバイス２０５は、直交空間サブスペース（たとえ
ば直交空間分割多重接続（ＳＤＭＡ））等の２以上の空間無線通信チャネルを介して１以
上のデバイスにデータを送信することができる。たとえば、第１の無線通信デバイス２０
５は、ある空間無線チャネルを利用して第２の無線通信デバイス２０７にデータを送信し
つつ、同時に、別の空間無線チャネルを利用して第３の無線通信デバイス（不図示）にデ
ータを送信することができる。一部の実装例では、第１の無線通信デバイス２０５は、２
以上の空間多重マトリックスを利用して２以上の無線通信デバイスにデータを送信するた
めの空間分割技術を実装して、１つの周波数帯域において空間分割された無線チャネルを
提供することができる。
【００３３】
　無線通信デバイス（ＭＩＭＯ利用可能なアクセスポイント等）は、１以上のトランスミ
ッタ側のビームフォーミングマトリックスを、異なる様々なクライアント無線通信デバイ
スに関する空間分割された信号に適用することで、同じ周波数帯域で同時に複数のクライ
アント無線通信デバイスに信号を送信することができる。無線通信デバイスの別のアンテ
ナの別の信号パターンに基づいて、各クライアント無線通信デバイスは自身の信号を識別
することができる。ＭＩＭＯ利用可能なアクセスポイントは、サウンディングに参加して
、各クライアント無線通信デバイスについてのチャネル状態情報を取得することができる
。アクセスポイントは、様々な異なるチャネル状態情報に基づいて、空間ステアリングマ
トリックス等の空間多重マトリックスを複数計算して、異なるクライアントデバイスのた
めに信号を空間分割することができる。
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【００３４】
　図３は、デバイスの別々の無線ユニットが生成する合成信号のレイアウト、および、マ
ルチラジオ無線通信デバイスの例を示す。マルチラジオ無線通信デバイス３０５は、２以
上の無線ユニット３１５ａ、３１５ｂと通信するプロセッサエレクトロニクス３１０を含
む。プロセッサエレクトロニクス３１０は、１以上のプロセッサを含むことができる。一
部の実装例では、プロセッサエレクトロニクス３１０が、１以上の特定の機能を実行する
ための専門論理を含んでいる。プロセッサエレクトロニックス３１０は、通信信号を送受
信するために、無線ユニット３１５ａ－ｂを作動することができる。無線ユニット３１５
ａ－ｂは、第１の周波数セグメント３６０ａおよび第２の周波数セグメント３６０ｂを含
む合成信号３５０のそれぞれ別の部分を生成することができる。たとえば第１の無線ユニ
ット３１５ａは、第１の周波数セグメント３６０ａに基づいて出力信号を生成して、第２
の無線ユニット３１５ｂは、第２の周波数セグメント３６０ｂに基づいて出力信号を生成
する。一部の実装例では、デバイス３０５が、第１の無線ユニット３１５ａの出力信号と
第２の無線ユニット３１５ｂの出力信号の合計に基づいて合成信号を生成して、この合成
信号を１以上のアンテナインターフェースに配信するための回路を含む。
【００３５】
　一部の実装例では、無線ユニット３１５ａ－ｂは、１つのデータパケットのそれぞれ別
の物理層フレームを同時に受信することができる。たとえば、第１の無線ユニット３１５
ａは、１つのデータパケットの第１の物理層フレームを示す１以上の信号を含む通信信号
を受信することができる。第１の無線ユニット３１５ａは、第１の物理層フレームに基づ
いて第１の出力を生成することができる。第２の無線ユニット３１５ｂは、このデータパ
ケットの第２の物理層フレームを示す１以上の信号を含む通信信号を受信することができ
る。第２の無線ユニット３１５ｂは、第２の物理層フレームに基づいて第２の出力を生成
することができる。プロセッサエレクトロニクス３１０は、無線ユニット３１５ａ－ｂの
第１および第２の出力に基づく情報を組み合わせて、このデータパケットを決定（resolv
e）することができる。
【００３６】
　図４は、無線通信デバイスの送信パスの機能ブロックダイアグラムの一例を示す。この
例では、無線通信デバイスの送信パス４０１をＭＩＭＯ通信用に構成する。無線通信デバ
イスは、複数の送信パスを含むことができる。送信パス４０１が、データストリーム（オ
ーディオデータストリーム、ビデオデータストリーム、またはこれらの組み合わせ等）を
受信するよう構成された符号モジュール４０５を含んでよい。符号モジュール４０５は、
空間パースモジュール４１０に対して符号化されたビットストリームを出力して、空間パ
ースモジュール４１０では、空間マッピングが行われて、複数の出力が生成される。
【００３７】
　空間パースモジュール４１０の出力は、コンステレーションマッピングモジュール４１
５それぞれに入力される。一部の実装例では、コンステレーションマッピングモジュール
４１５が、入力された直列ストリームを変換して、複数の並列ストリームとする、直並列
変換器を含む。コンステレーションマッピングモジュール４１５は、直並列変換により生
成される複数のストリームに、直交振幅変調（ＱＡＭ）を行うことができる。コンステレ
ーションマッピングモジュール４１５は、ＯＦＤＭトーンを出力して、このＯＦＤＭトー
ンは、空間多重マトリックスモジュール４２０に入力される。空間多重マトリックスモジ
ュール４２０は、空間多重マトリックスによりＯＦＤＭトーンを乗算して、複数の送信ア
ンテナ用に信号データを生成することができる。
【００３８】
　空間多重マトリックスモジュール４２０の出力は、ＩＦＦＴモジュール４２５に入力さ
れる。ＩＦＦＴモジュール４２５の出力は、巡回プレフィックス（ＣＰ）モジュール４３
０に入力される。ＣＰモジュール４３０の出力は、デジタルアナログ変換器（ＤＡＣ）４
３５に入力され、デジタルアナログ変換器（ＤＡＣ）４３５では、複数の送信アンテナそ
れぞれの送信用のアナログ信号が生成される。
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【００３９】
　図５は、複数のアンテナにおける送信のための別々の無線ユニットからの複数の送信信
号を組み合わせるアーキテクチャの例を示す。デバイス５００は、それぞれがＭＩＭＯ通
信用に構成されている２以上の無線パス（たとえば送信パス５０１ａ、５０１ｂ）を持つ
２以上の無線ユニットを含むことができる。第１の送信パス５０１ａは、複数の送信アン
テナ５２０ａ、５２０ｂ、５２０ｃにおける送信用の、複数の送信信号５１０ａ、５１０
ｂ、５１０ｃを生成する。第２の送信パス５０１ｂは、複数の送信アンテナ５２０ａ－ｎ
における送信用の、複数の送信信号５１１ａ、５１１ｂ、５１１ｃを生成する。デバイス
５００は、複数の送信アンテナ５２０ａ－ｎそれぞれに関連付けられた、複数のアナログ
加算器（summer）５１５ａ、５１５ｂ、５１５ｃを生成する。一部の実装例では、アナロ
グ加算器５１５ａ－ｎは、各送信パス５０１ａ－ｎにおけるＤＡＣの対応する出力を合計
して、各アンテナ５２０ａ－ｎについての組み合わせられた送信信号を生成する。
【００４０】
　図６Ａは、別個のＣＳＤ位相シフトおよび別個のキャリア周波数を有する連続した周波
数セグメントを有する１６０ＭＨｚの合成信号の一例のレイアウトを示す。合成信号６０
０は、２つの周波数セグメント６１０ａ、６１０ｂを含んでいる。セグメント６１０ａ－
ｂは、ＬＳＢ８０ＭＨｚセグメント６１０ａおよびＵＳＢ８０ＭＨｚセグメント６１０ｂ
を含む。ＬＳＢ８０ＭＨｚセグメント６１０ａは、ＬＳＢ用のキャリア周波数６２０ａに
基づいて生成される。ＵＳＢ８０ＭＨｚセグメント６１０ｂは、ＵＳＢ用のキャリア周波
数６２０ｂに基づいて生成される。デバイスの無線ユニットは、８０ＭＨｚのＣＳＤ位相
シフトを利用して、周波数セグメント６１０ａ－ｂを生成することができる。
【００４１】
　図６Ｂは、連続した周波数セグメントと共有キャリア周波数とを有する１６０ＭＨｚの
合成信号の一例のレイアウトを示す。合成信号６５０は、１つのキャリア周波数６６０を
共有する２つの連続した周波数セグメント６５５ａ、６５５ｂを含む。セグメント６１０
ａ－ｂは、ＬＳＢ８０ＭＨｚセグメント６５５ａおよびＵＳＢ８０ＭＨｚセグメント６５
５ｂを含む。
【００４２】
　シングルラジオおよびマルチラジオデバイスは、図６Ａのセグメント６１０ａ－ｂおよ
び図６Ｂのセグメント６５５ａ－ｂを、ＣＳＤを計算するための１つのセグメント（たと
えばＮｓｅｇ＝１）、または、２つのセグメント（たとえばＮｓｅｇ＝２）として見る。
しかし、シングルラジオおよびマルチラジオデバイスが相互運用するためには、両方の種
類のデバイスが同様に、ＣＳＤ位相シフトを適用したり解除したりする方法を知っている
必要がある。シングルラジオデバイスに合わせるために、マルチラジオデバイスは、１６
０ＭＨｚの合成信号を送信して、シングルラジオデバイスが、１６０ＭＨｚの合成信号を
、どの連続した１６０ＭＨｚの信号についても、シングルラジオまたはマルチラジオに関
わらず、１６０ＭＨｚの非合成信号として処理することができるようにする（つまりＮｓ

ｅｇ＝１）。
【００４３】
　図７は、非合成信号と相互運用可能な合成信号のＣＳＤ位相シフトを生成する技術の一
例を示す。図７の技術を実装するよう構成されているマルチラジオデバイスは、連続した
１６０ＭＨｚのＣＳＤ位相シフト値を利用して、２つの無線ユニットによって、ＬＳＢ８
０ＭＨｚセグメント７１５ａおよびＵＳＢ８０ＭＨｚセグメント７１５ｂに対応する信号
を生成することができる。デバイスは、周波数セグメント７１５ａ、７１５ｂを含む合成
信号７００を生成することができる。７３０ａで、技術は、８０ＭＨｚのＣＳＤ位相シフ
トおよびＬＳＢ位相シフトの値に基づいて、ＬＳＢセグメント７１５ａの１６０ＭＨｚの
ＣＳＤ位相シフトを生成することを含む。７３０ｂで、技術は、８０ＭＨｚのＣＳＤ位相
シフトとＵＳＢ位相シフト値とに基づいて、ＵＳＢセグメント７１５ｂの１６０ＭＨｚの
ＣＳＤ位相シフトを生成することを含む。１６０ＭＨｚのＬＳＢ　ＣＳＤ位相シフトおよ
び１６０ＭＨｚのＵＳＢ　ＣＳＤ位相シフトは、１つの周波数セグメントを有する１６０
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ＭＨｚの連続した非合成信号に対応しているＣＳＤ位相シフトに等しい。したがって連続
した１６０ＭＨｚモードでは、２以上の無線ユニットが１６０ＭＨｚの合成信号７００の
生成に利用されていてもいなくても、２つの無線ユニットおよび２つのセグメントがある
が、上述したｒＲＥ（ｔ）の式のＮｓｅｇ値が１に設定される。
【００４４】
　図８は、ＣＳＤオフセット値のメモリを持つマルチラジオデバイスアーキテクチャの一
例を示す。デバイス８００は、スクランブラ８０５、符号パーサ８１０、順方向誤り訂正
（ＦＥＣ）モジュール８１５、ストリームパーサ８２０、周波数パーサ８２５ａ、８２５
ｂ、無線パス８３０ａ、８３０ｂ、ＩＦＦＴモジュール８６０を含む。デバイス８００は
、それぞれ別個の無線パス８３０ａ－ｂを介して生成されたＬＳＢ周波数セグメントおよ
びＵＳＢ周波数セグメントに基づく合成信号を出力する。無線パス８３０ａ－ｂは、イン
タリーバ（Ｉｎｔｌｖ）８３２ａ－ｄ、ＱＡＭモジュール８３４ａ－ｄ、メモリ８４０ａ
－ｂ、ＣＳＤモジュール８５０ａ－ｂ、および空間マッパー８５５ａ－ｂを含む。ＬＳＢ
周波数セグメントを生成する無線パス８３０ａでは、メモリ８４０ａが、ＬＳＢのＣＳＤ
オフセット値を格納するよう構成されている。メモリ８４０ａに通信可能なように連結さ
れているＣＳＤモジュール８５０ａは、ＬＳＢのＣＳＤオフセット値を利用して、ＱＡＭ
モジュール８３４ｂが生成する変調された信号に対して巡回シフト遅延を適用する。ＵＳ
Ｂ周波数セグメントを生成する無線パス８３０ｂでは、メモリ８４０ｂが、ＵＳＢのＣＳ
Ｄオフセット値を格納するよう構成されている。メモリ８４０ｂに通信可能なように連結
されているＣＳＤモジュール８５０ｂは、ＵＳＢのＣＳＤオフセット値を利用して、ＱＡ
Ｍモジュール８３４ｄが生成する変調された信号に対して巡回シフト遅延を適用する。無
線パス８３０ａ－ｂの出力は、ＩＦＦＴモジュール８６０により変換され、無線送信のた
めに、時間領域の信号が生成される。
【００４５】
　図９は、ＣＳＤインジケータを含むアナウンスフレームの一例を示す。ヌルデータパケ
ット（ＮＤＰ）９１０を送信する前に、第１のデバイスが、非連続フラグを含むＮＤＰア
ナウンス（ＮＤＰＡ）９０５を送信することができる。非連続フラグは、合成信号へのＣ
ＳＤ位相シフトの適用に関する情報を提供するインジケータであってよい。たとえば、非
連続フラグが１に設定されていると、２つの無線ユニットからの１６０ＭＨｚの連続合成
信号の送信を示す。これらのインジケータを受け取ると、第２のデバイスは、ＮＤＰ９１
０その他のパケットといった後続して受信する合成信号において、８０ＭＨｚのＣＳＤ位
相シフト値が２つの８０ＭＨｚのセグメントにそれぞれ適用されていることを知ることが
できる。一部の実装例では、第２のデバイスが、受信したＮＤＰ９１０のバージョンから
得られたサウンディング計測値に基づいて第１のデバイスにフィードバック（ＦＢ）９１
５フレームを送信する。
【００４６】
　図１０は、ＷＬＡＮ通信の周波数の配列の一例を示す。一部の無線規格は、無許可の無
線スペクトルを複数のチャネルに分割する。チャネルは、２０ＭＨｚチャネル、４０ＭＨ
ｚチャネル、８０ＭＨｚチャネル、１６０ＭＨｚチャネル、またはこれらの組み合わせで
あってよい。図８のマルチ無線デバイス８００は、連続周波数送信または非連続周波数送
信用に構成されていてよい。非連続周波数送信では、デバイス８００が、２つの隣接して
いない８０ＭＨｚのチャネル１００５ａ、１００５ｂを利用するよう構成されている２つ
の無線ユニットにより、１６０ＭＨｚの合成信号を生成することができる。連続周波数送
信の場合には、デバイス８００が、２つの隣接している８０ＭＨｚチャネル１０１５ａ、
１０１５ｂを利用するよう構成されている２つの無線ユニットにより、１６０ＭＨｚの合
成信号を生成することができる。１６０ＭＨｚのチャネル１０１０は、２つの隣接してい
る８０ＭＨｚのチャネル１０１５ａ、１０１５ｂと同じ空間を占有する点に留意されたい
。デバイス８００とは異なり、シングルラジオデバイスは、１６０ＭＨｚチャネル１０１
０を利用するよう構成されている１つの無線ユニットを介して、１６０ＭＨｚの非合成信
号を生成するシングルラジオパスを利用する。
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【００４７】
　いくつかの実施形態を上述したが、様々な変形例が可能である。開示された主題は（本
明細書で記載した機能動作を含む）、電子回路、コンピュータハードウェア、ファームウ
ェア、ソフトウェア、またはこれらの組み合わせ（たとえば本明細書で開示した構造手段
および構造上の均等物）で実装することができ、これには、潜在的に、１以上のデータ処
理装置に、上述した動作を実行させるプログラムが含まれていてよい（このようなプログ
ラムは、メモリ素子、記憶素子、機械可読格納基板、その他の物理的機械可読媒体、また
はこれらの１以上の組み合わせであってよい）。
【００４８】
　「データ処理装置」という用語は、例としてプログラム可能プロセッサ、コンピュータ
、マルチプロセッサまたはコンピュータを含む、データを処理するためのすべての装置、
デバイス、および機械を含む概念である。装置には、ハードウェアに加えて、対象となる
コンピュータプログラムのための実行環境を生成するコード（たとえばプロセッサファー
ムウェアを構成するコード、プロトコルスタック、データベース管理システム、オペレー
ティングシステム、またはこれらの１以上の組み合わせであってよい）が含まれてよい。
【００４９】
　プログラム（コンピュータプログラム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリケーション
、スクリプト、コードとしても知られている）は、コンパイル言語、インタープリタ言語
、宣言型言語またはプロシージャ型言語を含む任意の形態のプログラミング言語で記述さ
れていてよく、および、独立型のプログラム、または、コンピューティング環境での利用
に適したモジュール、コンポーネント、サブルーチンその他のユニットとして配備するこ
とができる。プログラムは必ずしも、ファイルシステムのファイルに対応していなくてよ
い。プログラムは、他のプログラムまたはデータ（たとえばマークアップ言語文書に格納
されている１以上のスクリプト）を、そのプログラム専用の１つのファイルに、または複
数の調整されたファイルに保持するファイルの一部に格納されてよい。プログラムは、１
つのコンピュータにより実装されることで、または、１つのサイトに位置している、また
は、複数のサイトに分散されており通信ネットワークで相互に接続されている複数のコン
ピュータにより実装されることで、配備されてもよい。
【００５０】
　本明細書は数多くの詳細を含んでいるが、これらは、請求項の範囲を制限するものでは
なく、あくまでも特定の実施形態に固有の特徴の記載として捉えられるべきである。本明
細書において別個の実施形態の文脈で語られた特徴は、１つの実施形態で組み合わせられ
て実装されてもよい。この逆に、１つの実施形態の文脈で記載された様々な特徴が、複数
の実施形態で別々に実装されても、他の適切なサブコンビネーションとして実装されても
よい。さらに、特徴が上記の説明では特定の組み合わせで行われるとして記載されている
場合であっても、または最初にはそう請求されていたとしても、請求される組み合わせの
１以上の特徴は、場合によっては組み合わせから省かれてもよいし、請求されている組み
合わせが、１つのサブコンビネーションまたは１つのサブコンビネーションの変形例であ
ってもよい。
【００５１】
　同様に、図面では動作が特定の順序で描かれていたとしても、このことが、所望の結果
を生じさせるために、この動作がこの特定の順序で実行されねばならない、または連続し
た順序で実行されねばならない、またはこれらすべての動作が実行されねばならないこと
を示すこととして捉えられるべきではない。特定の状況においては、マルチタスクまたは
並列処理が有利な場合もある。さらに、上述した実施形態で様々なシステムコンポーネン
トが分離して描かれている場合には、すべての実施形態で分離が必要である点に留意され
たい。
【００５２】
　他の実施形態も以下の請求項の範囲に含まれている。
　なお、本願明細書に記載の実施形態によれば、以下の構成もまた開示される。
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［項目１］
　連続周波数モードで合成信号を集合的に生成するために、連続周波数送信または非連続
周波数送信に利用可能な第１の無線パスおよび第２の無線パスを含む、別個の無線パスを
構成する段階と、
　前記第１の無線パスで、セグメント帯域幅に応じて、前記合成信号の第１の周波数セグ
メントを生成する段階と、
　前記第２の無線パスで、前記セグメント帯域幅に応じて、前記合成信号の、前記第１の
周波数セグメントと周波数領域において連続している第２の周波数セグメントを生成する
段階と、
　第１の出力信号を生成するために、前記第１の無線パスで、前記第１の周波数セグメン
トに第１のＣＳＤ位相シフト（第１の巡回シフト遅延位相シフト）を適用する段階と、
　第２の出力信号を生成するために、前記第２の無線パスで、前記第２の周波数セグメン
トに第２のＣＳＤ位相シフトを適用する段階と、
　前記第１の出力信号および前記第２の出力信号を含む信号を送信することで、前記合成
信号を送信する段階と
　を備え、
　前記第１のＣＳＤ位相シフトおよび前記第２のＣＳＤ位相シフトは、１つの周波数セグ
メントを有する連続した非合成信号に対応するＣＳＤ位相シフトに等しく、
　前記第１のＣＳＤ位相シフトおよび前記第２のＣＳＤ位相シフトは、前記合成信号を受
信するデバイスが、前記連続した非合成信号に対応する前記ＣＳＤ位相シフトを利用する
ように適用される、方法。
［項目２］
　前記別個の無線パスを構成する段階は、
　前記第１の無線パスに、前記第１の周波数セグメントの第１のＣＳＤオフセットを設定
する段階を有しており、
　前記第１のＣＳＤ位相シフトは、前記第１のＣＳＤオフセットに基づいている、項目１
に記載の方法。
［項目３］
　前記別個の無線パスを構成する段階は、
　前記第２の無線パスに、前記第２の周波数セグメントの第２のＣＳＤオフセットを設定
する段階を有しており、
　前記第２のＣＳＤ位相シフトは、前記第２のＣＳＤオフセットに基づいている、項目２
に記載の方法。
［項目４］
　前記合成信号の合成帯域幅は、前記セグメント帯域幅の二倍に等しい、項目１から３の
いずれか一項に記載の方法。
［項目５］
　前記セグメント帯域幅が８０ＭＨｚである、項目４に記載の方法。
［項目６］
　前記合成信号に対するＣＳＤ位相シフトの適用に関する情報を提供するインジケータを
送信する段階をさらに備える、項目１から５のいずれか一項に記載の方法。
［項目７］
　両方とも連続周波数送信または非連続周波数送信に利用可能な第１の無線ユニットおよ
び第２の無線ユニットと、プロセッサエレクトロニクスとを備える装置であって、
　前記第１の無線ユニットは、
　セグメント帯域幅に応じて、合成信号の第１の周波数セグメントを生成して、
　第１の出力信号を生成するために、前記第１の周波数セグメントに第１のＣＳＤ位相シ
フト（第１の巡回シフト遅延位相シフト）を適用して、
　前記第２の無線ユニットは、
　前記セグメント帯域幅に応じて、前記合成信号の、前記第１の周波数セグメントと周波
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数領域において連続している第２の周波数セグメントを生成して、
　第２の出力信号を生成するために、前記第２の周波数セグメントに第２のＣＳＤ位相シ
フトを適用して、
　前記プロセッサエレクトロニクスは、連続周波数モードで前記合成信号を集合的に生成
するために、前記第１の無線ユニットおよび前記第２の無線ユニットを制御して、
　前記第１のＣＳＤ位相シフトおよび前記第２のＣＳＤ位相シフトは、１つの周波数セグ
メントを有する連続した非合成信号に対応するＣＳＤ位相シフトに等しく、
　前記第１のＣＳＤ位相シフトおよび前記第２のＣＳＤ位相シフトは、前記合成信号を受
信するデバイスが、前記連続した非合成信号に対応する前記ＣＳＤ位相シフトを利用する
ように適用される、装置。
［項目８］
　前記プロセッサエレクトロニクスは、
　前記第１の無線ユニットで、前記第１の周波数セグメントの第１のＣＳＤオフセットを
設定して、
　前記第１のＣＳＤ位相シフトは、前記第１のＣＳＤオフセットに基づいている、項目７
に記載の装置。
［項目９］
　前記プロセッサエレクトロニクスは、
　前記第２の無線ユニットで、前記第２の周波数セグメントの第２のＣＳＤオフセットを
設定して、
　前記第２のＣＳＤ位相シフトは、前記第２のＣＳＤオフセットに基づいている、項目８
に記載の装置。
［項目１０］
　前記合成信号の合成帯域幅は、前記セグメント帯域幅の二倍に等しい、項目７から９の
いずれか一項に記載の装置。
［項目１１］
　前記セグメント帯域幅が８０ＭＨｚである、項目１０に記載の装置。
［項目１２］
　前記プロセッサエレクトロニクスは、
　前記合成信号に対するＣＳＤ位相シフトの適用に関する情報を提供するインジケータの
送信を制御する、項目７から１１のいずれか一項に記載の装置。
［項目１３］
　両方とも連続周波数送信または非連続周波数送信に利用可能な第１の無線ユニットおよ
び第２の無線ユニットと、回路と、プロセッサエレクトロニクスとを備えるシステムであ
って、
　前記第１の無線ユニットは、
　セグメント帯域幅に応じて、合成信号の第１の周波数セグメントを生成して、
　第１の出力信号を生成するために、前記第１の周波数セグメントに第１のＣＳＤ位相シ
フト（第１の巡回シフト遅延位相シフト）を適用して、
　前記第２の無線ユニットは、
　前記セグメント帯域幅に応じて、前記合成信号の、前記第１の周波数セグメントと周波
数領域において連続している第２の周波数セグメントを生成して、
　第２の出力信号を生成するために、前記第２の周波数セグメントに第２のＣＳＤ位相シ
フトを適用して、
　前記回路は、ｉ）前記第１の出力信号と、ｉｉ）前記第２の出力信号との合計に基づい
て前記合成信号を生成して、前記合成信号を１以上のアンテナインターフェースに分配し
て、
　前記プロセッサエレクトロニクスは、連続周波数モードで前記合成信号を集合的に生成
するために、前記第１の無線ユニットおよび前記第２の無線ユニットを制御して、
　前記第１のＣＳＤ位相シフトおよび前記第２のＣＳＤ位相シフトは、１つの周波数セグ
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　前記第１のＣＳＤ位相シフトおよび前記第２のＣＳＤ位相シフトは、前記合成信号を受
信するデバイスが、前記連続した非合成信号に対応する前記ＣＳＤ位相シフトを利用する
ように適用される、システム。
［項目１４］
　前記プロセッサエレクトロニクスは、
　前記第１の無線ユニットで、前記第１の周波数セグメントの第１のＣＳＤオフセットを
設定して、
　前記第１のＣＳＤ位相シフトは、前記第１のＣＳＤオフセットに基づいている、項目１
３に記載のシステム。
［項目１５］
　前記プロセッサエレクトロニクスは、
　前記第２の無線ユニットで、前記第２の周波数セグメントの第２のＣＳＤオフセットを
設定して、
　前記第２のＣＳＤ位相シフトは、前記第２のＣＳＤオフセットに基づいている、項目１
４に記載のシステム。
［項目１６］
　前記合成信号の合成帯域幅は、前記セグメント帯域幅の二倍に等しい、項目１３から１
５のいずれか一項に記載のシステム。
［項目１７］
　前記セグメント帯域幅が８０ＭＨｚである、項目１６に記載のシステム。
［項目１８］
　前記プロセッサエレクトロニクスは、
　前記合成信号に対するＣＳＤ位相シフトの適用に関する情報を提供するインジケータの
送信を制御する、項目１３から１７のいずれか一項に記載のシステム。
【図１】 【図２】
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【図８】 【図９】
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